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りりにに, るる, ぎやつ, ぎやるるる」などを
引用し,それから王景春『採ナ某』の中国語の「丁
Π首,嘩Π杜」などに触れている。『用例集』は小林
多喜二『々虫軍ェ船』をはじめ十二の日本文学作品
とその中国語訳から,いわゆる中国語の擬声
語・擬態語の例を取り出している。この点はそ
の「採取作品」の一覧と『用例集』全体を見て
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